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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉
九州産 ごぼう茶 60g
グランプリ

パッケージがとても使いやすく、容量もちょうど良い

⾷物繊維が豊富でダイエット志向への訴求がある

30包⼊1,000円台は嬉しい価格で、とてもコスパが良く嬉しい
ごぼうの⾹ばしい⾹りと独特な⽢みや旨みが感じられる
必要⼗分な衛⽣、製造の管理ができていて、安⼼感がある

嗜好品なので、好みが分かれる可能性がある
広報活動には予算も含めて改善の余地がある
ヘルシーさや安全性などをネーミングにのせるとより魅⼒的

パッケージにもっと健康訴求があって良い

トレーサビリティ管理はあった⽅が良い
九州産とそれ以外の違いなど更に説明が欲しい

⼝にする前からごぼうの⾹りが濃厚で、とても飲みやすい

消費量も多い九州産ごぼうのブランドイメージが良い

第79回（2024年9⽉）

事前のアンケート結果では約７５％の審査員の興味を引き、約
７４％が購⼊するターゲット層の広さを評価し、約７９％がUSP
に対して⾼評価でした。

審査結果の点数分布として、グランプリ相当の評価が４６％、
⾦賞相当の評価が５４％でしたが、９５％以上の⾼評価の⽐率が
⾼かった事もあり総合評価９０点となり、第７９回ジャパン・
フード・セレクションにおきまして【グランプリ】受賞とさせて
いただきました。

商品⾃体の美味しさや商品としての希少価値から【内部的要
因】【市場要因】の評価が⾼く、⾼級感を感じさせるパッケージ
も【外部的要因】の評価も⾼く、全体の⾼評価につながりました。

専属の広報担当がいた⽅が良い



■ 要因分布

■ 総評
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〒102-0082 東京都千代⽥区⼀番町15-8 壱番館5階
Tel：03-3265-0518 / Fax：03-3265-0519
Mail：info@foodanalyst.jp

９１%

９０%

８９%

８０%

８２%

９２%

国連が2015年に採択したSDGs（Sustainable Development Goals）は、持続可能な世界の実現のために2030年までに達
成すべき17の⽬標と169の具体的なターゲットから構成されています。その⽬標には⾷品メーカーとして取り組むべき課題
が多数含まれており、特に農業労働者や⼩規模の農家の⽣活⽔準向上させる取り組み（「貧困と飢餓の撲滅」 SDG 1と

SDG 2）や健康的な⾷品の提供や栄養価の向上への取り組み（「健康と福祉の促進」 SDG 3）、持続可能な消費と⽣産の
確保（「つくる責任、つかう責任 SDG 12）は重要なファクターとなります。その観点から⾏くと、本製品は本来であれば
流通に乗りづらい原料を活⽤する事により⾷品ロスを減らすと同時に農業従事者への利益の還元を⾏い、栄養素が豊富なご
ぼうを⼿軽にお茶として持続的に提供し続ける事を通して、多くの課題を解決出来得る貴重なものと⾔えますし、本製品の
みならず乾燥野菜を通して（SDGｓなどなかった時代から）半世紀に渡り体現されてきた貴社の企業としての真摯さに⼤き
な敬意を表します。

今回の審査におきましては、商品⾃体の内的的要因、外部的要因、市場要因、安全性において、ほぼ全審査員の⾼い評価

を受けており、本商品が有する ポテンシャルの⾼さについては相応に評価され、第７９回ジャパン・フード・セレクショ
ン審査会においてグランプリ受賞となりました。

ただし、ＰＲ、広報活動を含めたマネジメント体制についてもう⼀歩踏み込んだアプローチが欲しいという意⾒が⼀定数
ありました。⽇本国内においては今後のさらなる⼈⼝減による需要の減少、都市部への⼀極集中による需要動態の変化はあ
らゆるデータが物語っており、その対策はこれまで以上に重要になってくると考えられます。商品⾃体の品質維持、向上は
当然の事ながら、常にマネジメントやブランディング戦略の⾒直しは必須でありターゲットとする顧客層や需要の変化を把
握し、それに合わせた販促活動や商品開発を⾏うことがこれまで以上に重要なファクターとなっています。当該商品におい

てはHPやSNSにおける販促への取り組みの余地はまだまだあると思われます。インスタグラムのさらなる充実やごぼう茶と
しての⽤途提案（炊き込みごはんやみそ汁に利⽤、出がらしの佃煮やふりかけへの再利⽤など）の強化などを通じて、新規、
既存顧客へのアクセスを強化し、販路をさらに広げる議論を今後、さらに深めてはいかがでしょうか。

今回のグランプリ獲得を機に今⼀度、マネジメントやブランディングにさらなる磨きをかけ、弛まぬ研鑽を続けられ、よ
り⼀層の貴社がご発展される事を審査員⼀同、⼼より祈念いたしております。

九州産の厳選された鮮度の良いごぼうを使⽤している
事がよく伝わる芳醇な⾹りとやわらかな⽢みと旨味が⾼
く評価されて「内部的要因」が９１％、「市場要因」が
８９％、徹底した原料、⽣産に対する管理が認められ
「素材、安全性」も９２％と最も評価されました。

パッケージのデザインや素材、開封や保存のしやすさ
を表す「外部的要素」の評価が９１％となり、クラフト
紙使⽤し、独特のフォントにより⾼級感が伝わる外装と
使いやすいポーション、保存性を⾼めるチャック包装も
⾼く評価されました。
「マネジメント・PR要因」「ブランディング要因」

についてはまだまだ改善の余地が⾒込まれる事から他要
素に⽐べて点数としては少し伸び悩みましたが、全体を
通してはバランスの良い⼤きな六⾓形となりました。
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

外装は萱⾊（薄茶〜⽩茶） お茶
⾃体は灰茶⾊

しっかりとした濃さを感じさせる
も透明度は⾼い

全体的に明るい印象を与えるが、
⾊味の印象は薄め

外装はクラフト紙を使⽤したｽﾀﾝ
ﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾟｳﾁ 内装はﾃｨｰﾊﾞｯｸﾞ

外装 ⾼さ25cm 幅16cm 奥⾏
6cm 内装は1辺5cmの三⾓錐

スタンディングパウチは陳列する
と⽴体感を感じさせる

⼤地の⼒強さ、⾃然の恵みを感じ
る芳醇な⾹り

地中に深く根差す⽣命⼒溢れるご
ぼうをイメージさせる

ごぼう特有の好ましいえぐみとほ
のかな⽢みを想起させる

リラックスして静かにお茶を飲む
シーンに繋がる⾹り

⼝に⼊れた時のしっとりとした⼝
当たりを期待させる

焙煎されたごぼうの⾹ばしい⾹り

当該商品の外装パッケージは、ごぼう茶をイメージしたであろう萱⾊（薄茶〜⽩茶⾊）のクラフト紙を
ベースに⻩⾦⾊の⿇の葉⽂様が印象的であり、⽑筆の⾏書体による商品名含めて地味でありながら⾼級感
をしっかり感じさせます。上部の特徴的なブランドロゴも商品の品質の⾼さに繋がるイメージを巧く表現
されており、全体的なデザインの配置も良く、情報量としても多すぎず、少なすぎず適正であると⾔えま
す。パッケージは耐久性があり、中⾝を保護するためのしっかりとした作りになっており、本商品の販売
に⼗分に耐えられる仕様であると思われます。外装は開けやすく、内側はアルミ包装となっており、上部
にはチャックがあるため、開封後も⻑期的に美味しく賞味できる事は⼤きなベネフィットと⾔えます。
ティーバッグは茶葉の味が満遍なく抽出されやすい三⾓錐であり、タグや⽷のサイズも喫茶に適正なサイ
ズです。外装を開封した瞬間からごぼうの⼒強く⼤地を感じさせる芳⾹に包まれ、早くお茶として飲んで
みたい⾷べたい衝動に駆られました。
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美味しさ分析レポート2

⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

ほんの僅かに感じる程度

⾷後にほのかな苦味があるが嫌な
ものではない
ごぼうの⽪に多く含まれるしっか
りとした旨味
糖度としてはかなり少ないがほん
のりとやわらかな⽢み

ほとんど感じられない

採れたてのごぼうを丸かじりした
ようなフレッシュな味わい

⼟のような、深みのある⾹りで、
少し⽢さも感じられる

熱いお茶は体にじんわり温かみを
伝える

お茶としては柔らかな印象

⼝の中をしっとりさせる

滑らかでのど越しが良い

さらっとしている

全体を通して静やかな印象

ごくり（熱） ごくごく（冷）

ティーカップに⼊れた本商品にお湯を注ぐとすぐに抽出が始まり、褐⾊の⾊づきが始まると共に、鮮やか
なゴボウの⾹りが⽴ち上がります。その⾹りは肥沃な⼤地に根差す強い⼒を想起させるとともに、懐かし
さを感じさせます。しばらく経つとしっかりと⾊づき、灰茶⾊（薄い茶褐⾊）の澄んだお茶ができあがり、
⼝に少し含んでみると、お湯を注いだ時よりもずっしりとした焙煎されたごぼうの⾹りと共にお茶として
の⽢みと旨味を強く感じました。この⽢みと旨味はごぼうに含まれる糖質やグルタミン酸を中⼼としたア
ミノ酸であると推測されますが、こういった成分はごぼうの⽪層部に多いとされ、また根の先に⾏けば⾏
くほど⽪層部の⽐率は上がりますので、原料をしっかりと余さず、適切な下処理が⾏われている証左であ
ると考えられます。
冷めていくほどに、ごぼうと焙煎の⾹りはしっかりとしたものとなり、その変化も⾯⽩いと感じました。

また、冷やすとあっさりとしながらもそのボディは健在で飲みごたえをしっかりと感じられました。
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美味しさ分析レポート3

⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

ごぼう特有の⾹りと焙煎⾹の余韻とほのかな苦味がほっこりと
した気分にさせ、リラックスした気分にさせる

ごぼうの成⻑に適した温暖な気候であり、⽕⼭灰⼟壌で肥沃な
⼟壌が中⼼の九州地⽅の質の⾼い原料を使⽤している事がよく
伝わる

お茶としてはメジャーではないカテゴリーであり、飲んだ事の
ない⼈も多いかもしれないが、ごぼうの芳醇な⾹りは懐かしさ
を感じさせ、違和感なく楽しめる

ごぼう茶にはポリフェノールや⽔溶性の⾷物繊維であるイヌリ
ンなど、体によいとされるさまざまな成分が含まれていると⾔
われおり、健康と美容に効果的

五味 評点

酸味 2

苦味 3

うま味 5

⽢味 3

塩味 1

広義の味 評点

まろ味 4

コク味 4

⼒強い味 5

ナチュラルな味 5

懐かしい味 4

五感 評点

視覚 3

聴覚 2

触覚 3

味覚 4

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

ほとんどの審査員がその味については⾼評価でした。
「ごぼうの⾹りが豊かで⾹ばしく、飲みやすい」「ごぼうの⾹ばしい⾹りと独特な⽢みや旨みが感じられ

て美味しい」など、ごぼう特有の⾹気成分に対する評価とその⽢味、旨味を評価する意⾒が多数⾒受けられ
ました。また、焙煎⾹に対する評価も⾼く、お茶専⾨店の遠⾚外線による焙煎の技術によるものと推測され
ます。⼀⽅、しっかりとした⾵味であるが故に嗜好性（好き嫌い）についての指摘もありました。

ホームページはかなり作り込まれており、原料や製法に対するこだわりが良く伝わり、商品への興味を強
く感じました（個⼈的には浮世絵⾵のイラストが刺さりました）。楽天市場のきらきらキッチンと相互に誘
引するスタイルも確⽴されており、⼀定の相乗効果があると推測されます。
インスタグラムはまだ始められて間もないという事で、投稿内容にはまだまだブラッシュアップの余地があ
りますので今後の展開に期待しております。

ごぼう茶には様々な健康に良い成分が含まれており、その⼀つが⽔溶性の植物繊維であるイヌリンです。
イヌリンは、腸内の⽼廃物の排出を助けたり、悪⽟菌の増殖を抑える効果が認められた健康と美容に優れた
成分であり、また同様に抗酸化作⽤が期待されるポリフェノールも豊富に含まれており、本製品は健康、美
容を気にする層に対して強い訴求性を持つ商品であります。また、その価格帯や流通に適した外装である事、
ノンカフェインである事も⼤きな特徴であり、多数の審査員の⾼い評価を得ました。

当該商品の外装パッケージは、萱⾊（薄茶〜⽩茶⾊）のクラフト紙がナチュラルな印象を与え、⾃然志向
のユーザーに⼤きなアドバンテージとなります。さらに⻩⾦⾊の⿇の葉⽂様に⽑筆の⾏書体による商品名と
特徴的なブランドロゴは地味でありながら⾼級感をしっかり感じさせ、商品の品質の⾼さに繋がるイメージ
を巧く表現されています。内側はアルミ包装となっており、上部にはチャックがあるため、開封後も⻑期的
に美味しく賞味できる事への評価する声も多数ありました。

１９７２年、熊⼀⾷品として乾燥野菜加⼯業から始まり約半世紀に渡り国産原料にこだわった製造を続け
て来られ、定番商品も充実しており、量販店のみならずネット通販の販路を確⽴されており、乾燥野菜メー
カーとしての存在感は⼗⼆分にあるものと想定されます。とは⾔え⼀般の消費者に対する知名度としては発
展途上である事は否めず、今後さらに商圏を広げるためには商品ストーリーの拡充、SNSコンテンツの強化、
商品パッケージからのHPやSNSへの誘因等、社内で継続的に議論を進める事をご提案いたします。

昨今の⾷品偽装や⾷品・サプリメント等の健康被害等の問題を受け、商品の安全性や品質管理に対する⼀
般消費者の⽬は年々厳しいものになってきています。貴社においては⼀般的な品質管理、衛⽣検査に留まら
ず、ISO22000取得、外部⼯場への監査含めて⼗分な衛⽣管理、品質管理ができている事が確認されました。
⼀部の審査員からはトレーサビリティ管理への⾔及がありました。野菜については複雑で多様な流通ルー

トの中でハードルは決して低くはないと思いますが、今後の課題として是⾮ご検討ください。
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